




多核白血球(PMN)の酸化的代謝機構は PMN の貧食殺菌能の一要素であり、細胞内殺菌におけ

る重要な役割をはたしている。PNM の細菌等の異物貧食時に生じる chemiuminescence(化学

発光:CL)は酸化的代謝過程で生じる活性酸素群(O2、H202、OH、102)に起因すると考えられ

る。我々はその測定法等に検討を加え、ルミノール漆加により必要な PMN の微量化に成功

した。今回この測定法での温度、Zymosan濃度、反応 pH、opsonin による CL の変化につい

て検討を加え、更に活性酸素の阻害物質添加による CL への影響について調べたので報告す

る。測定法は前年度報告した通りであるので省略する。 


